
●
大
株
ど
り
に
向
く
品
種　

　

分
け
つ
が
旺
盛
で
2
㎏
く
ら
い
ま
で
生
長

し
、数
百
本
の
白
茎
が
美
し
い
中
生
種
の‚
白

茎
千
筋
京
水
菜‘（
中
生
）
は
、
冬
の
鍋
物
や

漬
物
に
向
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
耐
寒
性

が
強
く
て
低
温
伸
張
性
に
優
れ
、
分
け
つ
が

よ
く
栽
培
容
易
な
‚
白
茎
千
筋
京
水
菜‘
（
晩

生
）
は
、
冬
に
じ
っ
く
り
味
が
の
る
の
で
お

す
す
め
で
す
。

●
ミ
ブ
ナ
（
壬
生
菜
）

　

ミ
ブ
ナ
は
ミ
ズ
ナ
の
変
種
で
、
葉
に
刻
み

の
な
い
も
の
で
す
。
小
株
ど
り
向
き
で
は
、

‚
京
錦
壬
生
菜‘
が
、
大
株
ど
り
向
き
で
は

１
株
3
〜
4
㎏
に
も
生
長
す
る
‚
丸
葉
壬
生

菜‘（
中
生
種
）‚
丸
葉
壬
生
菜‘
（
晩
生
黒
葉

系
）
な
ど
が
お
す
す
め
で
す
。

都
以
外
の
地
域
で
呼
ば
れ
る
場
合
が
多
い
よ

う
で
す
。

　

ミ
ズ
ナ
は
、
ア
ブ
ラ
ナ
科
の
ハ
ク
サ
イ
、

コ
マ
ツ
ナ
、
チ
ン
ゲ
ン
サ
イ
、
カ
ブ
な
ど
と

同
じ
仲
間
で
す
。
生
育
適
温
は
１５
〜
２５
℃
と

冷
涼
な
気
候
を
好
む
の
で
、
真
夏
の
高
温
条

件
で
は
徒
長
ぎ
み
な
生
長
と
な
り
、
逆
に
１０

℃
以
下
の
低
温
条
件
で
は
花
芽
分
化
し
て
し

ま
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
家
庭
菜
園
で
は
、

3
月
下
旬
〜
5
月
お
よ
び
9
〜
１０
月
が
タ
ネ

ま
き
適
期
と
い
え
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
、
冬
季

に
保
温
栽
培
、
真
夏
に
遮
光
栽
培
な
ど
の
工

夫
を
行
え
ば
、
周
年
栽
培
が
可
能
で
す
。

　

な
お
、
葉
に
刻
み
の
な
い
変
種
の
ミ
ブ
ナ

（
壬
生
菜
）
も
、京
漬
物
の
代
表
で
あ
る
「
千

枚
漬
け
」
や
鍋
物
の
材
料
と
し
て
利
用
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
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ミ
ズ
ナ
は
、
い
わ
ゆ
る
京
野
菜
の
中
で
も

代
表
的
な
種
類
の
１
つ
で
、
ハ
リ
ハ
リ
鍋
な

ど
の
鍋
物
の
具
材
と
し
て
、
ま
た
漬
物
用
と

し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
独

特
の
シ
ャ
キ
ッ
と
し
た
食
感
と
、
ク
セ
の
な

い
食
べ
や
す
さ
が
受
け
、
今
や
サ
ラ
ダ
野
菜

と
し
て
日
本
全
国
に
そ
の
名
を
と
ど
ろ
か
せ

て
い
ま
す
。

　

ミ
ズ
ナ
（
水
菜
）
と
い
う
名
前
の
由
来
は
、

そ
の
栽
培
方
法
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
、
畑
の

畝う
ね

間
に
水
を
引
き
入
れ
て
作
っ
た
こ
と
か
ら

き
て
い
ま
す
。
一
方
で
、キ
ョ
ウ
ナ
（
京
菜
）

と
い
う
呼
び
方
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
京

藤
ふじ た  
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　伝統的な京野菜として、昔から鍋物や漬物に利用され

てきたミズナ。それが、独特のシャキシャキ感とクセの

なさで、近ごろではサラダとしての需要がどんどん伸び

てきています。

　基本的には冷涼な気候を好むので、タネまきの適期は

春と秋になります。暑さが増す初夏には小株どりでサラ

ダに、冬へ向かうころには大株どりで鍋物に。季節に合

わせた収穫方法と品種で、伝統野菜をおいしくいただき

ましょう。

京野菜の１つで、シャキシャキとしたさわやかな歯ごたえが
サラダなどにも好まれ、今や全国的な野菜となったミズナ。

その● ミズナ̶脚光を浴びる伝統の京野菜̶10

　

ミ
ズ
ナ
と
い
え
ば
、
か
つ
て
は
１
株
2
〜

3
㎏
ま
で
大
き
く
生
長
さ
せ
、
収
穫
す
る
栽

培
法
が
主
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
最
近
で
は

小
株
ど
り
と
い
っ
て
、
１
株
２０
〜
２５
ｇ
程
度

で
収
穫
す
る
方
法
が
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

●
小
株
ど
り
に
向
く
品
種

　

株
張
り
と
品
質
が
よ
く
、
生
育
旺
盛
で
周

年
栽
培
も
可
能
な
早わ

生せ

種
の‚
京
み
ぞ
れ‘
が

お
す
す
め
で
す
。

　

ま
た
、
低
温
伸
張
性
に
優
れ
、
葉
と
軸
の

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
‚
京
し
ぐ
れ‘
は
、
食
味

が
よ
く
サ
ラ
ダ
に
最
適
で
す
。

ミ
ズ
ナ
の

原
産
地
と
特
徴

主
な
品
種



　　

コ
ン
テ
ナ
は
土
が
１４
ℓ
ほ
ど
入
る
、
２０
×

６５
×
２０
㎝
程
度
の
標
準
型
プ
ラ
ン
タ
ー
を
利

用
し
ま
す
。
ま
ず
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
底
が
見

え
な
く
な
る
く
ら
い
の
軽
石
（
鉢
底
石
）
を

敷
い
て
く
だ
さ
い
。
次
い
で
、
ウ
ォ
ー
タ
ー

ス
ペ
ー
ス
を
1
〜
2
㎝
と
る
よ
う
に
し
て
培

養
土
を
入
れ
、
土
の
表
面
を
平
ら
に
し
ま
す

（
第
1
図
）。

おすすめミズナあれこれ
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栽
培
方
法

コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
準
備

1第1図 コンテナなどの準備

ウォーター
スペース
（1～2㎝）

断面図

❶14ℓ程度の土が入るコンテナを準備。
❷鉢底ネットを敷き、底
が見えない程度にゴロ
土（軽石）を入れる。

❸培養土を入れる。

培養土

ゴロ土
（軽石）

◎小株どりに向く品種

　

タ
ネ
ま
き
の
適
期
は
、
春
は
3
月
下
旬
〜

5
月
、
秋
は
9
〜
１０
月
と
な
り
ま
す
。
前
述

の
お
す
す
め
品
種
と
ま
き
時
を
参
考
に
、
そ

の
時
期
に
最
適
な
品
種
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

タ
ネ
ま
き
の
際
は
、
ま
ず
平
ら
に
な
ら
し

た
培
養
土
に
、
小
株
ど
り
の
場
合
は
条
間
１０

〜
１５
㎝
、
深
さ
１
㎝
程
度
の
２
条
の
ま
き
溝

を
つ
く
り
、
１
㎝
間
隔
で
タ
ネ
を
ま
き
ま
す
。

ま
い
た
後
は
溝
が
埋
ま
る
く
ら
い
に
覆
土
し
、

土
の
表
面
を
軽
く
押
さ
え
て
か
ら
、
た
っ
ぷ

り
と
水
や
り
し
ま
す
。
大
株
ど
り
で
は
、
２０

〜
３０
㎝
間
隔
で
１
カ
所
7
〜
8
粒
の
点
ま
き

に
し
ま
す
（
第
2
図
）。

タ
ネ
ま
き

2

断面図

❶タネは１㎝間隔
でまく。

第2図 タネまき

❷タネまき後は軽く覆土し、
水やりたっぷり！

〈小株どり〉

まき溝の深さ
は１㎝。

〈大株どり〉

１カ所7～8粒まき、
植え穴の深さ１㎝。

❶１カ所7～8粒の
点まきにする。

‘京みぞれ’
周年栽培が可能な早生種で、食感がよ
く生食向き。

ミズナのサラダ。シャキシャキとした
くせのなさは、生食にぴったり。

◎大株どりに向く品種

‘白茎千筋京水菜’（中生）
分けつ旺盛で栽培しやすく、漬物・煮物な
どに向く。

◎小株どりに向く品種 ◎大株どりに向く品種

‘京しぐれ’
細く白い葉軸が美しい良質早生種。

ミブナ（壬生菜）（ミズナの変種で葉に刻みのないもの）

‘京錦壬生菜’
代表的な京漬物の
壬生菜漬に最適。
品質のよい早生種。

‘丸葉壬生菜’
（晩生黒葉系）
晩抽性の黒葉種で
寒さに強く、煮物
や一夜漬けに向く。



　

小
株
ど
り
で
は
、
春
秋
で
タ
ネ
ま
き
後
３０

〜
４０
日
が
収
穫
の
目
安
で
す
。
草
丈
２５
〜
３０

㎝
程
度
に
生
長
し
て
き
た
ら
、
順
次
収
穫
し

ま
す
。
ま
た
大
株
ど
り
で
は
、
１
株
が
お
よ

そ
2
㎏
に
な
れ
ば
収
穫
を
開
始
し
ま
す
（
第

6
図
）。
ベ
ビ
ー
リ
ー
フ
な
ら
草
丈
１０
〜
１２

㎝
程
度
で
収
穫
可
能
で
す
。

　

害
虫
で
は
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
オ
レ
ー
ト

液
剤
、
ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は
ト
ア
ロ
ー

フ
ロ
ア
ブ
ル
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
散
布
し
ま
す
。
ま

た
、
寒か

ん
れ
い
し
ゃ

冷
紗
な
ど
で
プ
ラ
ン
タ
ー
全
体
を
覆

う
と
、
無
農
薬
栽
培
も
可
能
で
す
。

　

発
芽
す
る
ま
で
は
、
土
の
表
面
が
乾
か
な

い
程
度
に
水
や
り
し
ま
す
。
発
芽
後
は
「
土

の
表
面
が
乾
い
た
ら
た
っ
ぷ
り
と
水
や
り
す

る
」
と
い
う
ル
ー
ル
を
守
り
、
水
の
や
り
す

ぎ
に
注
意
し
ま
す
。　
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第3図 間引き（1回目）

　

小
株
ど
り
の
追
肥
は
、
タ
ネ
ま
き
後
１７
〜

２０
日
、
草
丈
が
8
〜
１０
㎝
に
生
長
し
た
こ
ろ

に
行
い
ま
す
。
培
養
土
１
ℓ
当
た
り
化
成
肥

料
１
ｇ
（
１４
ℓ
程
度
の
プ
ラ
ン
タ
ー
の
場
合

で
１４
ｇ
）
を
目
安
に
、
土
の
表
面
へ
均
一
に

散
布
し
ま
す
（
第
5
図
）。
な
お
、
液
肥
を

使
用
す
る
場
合
は
、
週
に
１
回
を
目
安
に
5

0
0
倍
の
液
肥
を
水
や
り
代
わ
り
に
施
し
ま

す
。

　

大
株
ど
り
で
は
、
ま
ず
2
回
目
の
間
引
き

時
に
行
い
、
そ
れ
以
降
は
2
週
間
に
１
回
を

目
安
に
、
小
株
ど
り
と
同
量
の
化
成
肥
料
を

追
肥
し
ま
す
。

間
引
き

4

追
肥

5
病
害
虫
防
除

6

収
穫

7

水
や
り

3

化成肥料はプランター
全体に施す。

第5図 追肥（小株どり）

　

間
引
き
は
、
小
株
ど
り
な
ら
発
芽
し
て
双

葉
が
完
全
に
開
い
て
か
ら
、
本
葉
１
〜
2
枚

ま
で
の
こ
ろ
に
行
い
ま
す
。
株
間
を
3
〜
4

㎝
間
隔
と
し
、
て
い
ね
い
に
間
引
い
て
く
だ

さ
い
。
大
株
ど
り
で
は
、
同
様
の
時
期
に
3

本
に
し
、
そ
れ
以
後
は
本
葉
3
〜
4
枚
で
2

本
に
、
本
葉
5
〜
6
枚
で
１
本
に
間
引
き
ま

す
（
第
3
図
・
第
4
図
）。

〈小株どり〉

〈大株どり〉

小株どりと同時期に、１カ所当たり
3本にする。

株元に土寄せする。

第4図 間引き（2回目・3回目）※大株どりの場合

〈2回目〉

2～3回間引きを行い、１本立ちにする。
間引き後は、株元に土寄せする。

〈3回目〉

本葉3～4枚のころ、3本から
2本に間引く。

本葉5～6枚で2本から1本へ間引く。

１本立ちに。

タネまき後17～20日、
草丈8～10㎝。

化成肥料
土1ℓ当たり1g
（このプランター
なら14ｇ）

第6図 収 穫

〈小株どり〉 〈大株どり〉

株が倒れないよう、
根元へ軽く土寄せ
する。

双葉が完全に開いてから本葉１～2枚までのころに、
3～4㎝間隔で間引く。


